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救
急
活
動
に
強
力
な
助
っ
人
登
場
。「
救
急
救

命
士
」
と
救
命
士
の
活
動
の
舞
台
と
な
る
救
急

車
「
高
規
格
救
急
車
」
が
盛
岡
中
央
消
防
署
鐚

巻
分
署
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

誰
し
も
お
世
話
に
な
り
た
く
な
い
「
救
急
車
」

で
す
が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め

に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
、
町
の
救
命
率

の
ア
ッ
プ
に
多
く
の
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

望
の
高
規
格
救
急
車
一
台

と
四
人
の
救
急
救
命
士
を

迎
え
て
四
月
二
日
、
高
度
救
急
隊

発
隊
式
が
盛
岡
中
央
消
防
署
鐚
巻

分
署
（
下
村
保
彦
分
署
長
）
で
行

わ
れ
、
救
急
業
務
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

配
置
さ
れ
た
高
規
格
救
急
車

は
、
高
度
な
医
療
器
具
や
処
置
器

材
を
備
え
て
い
て
、
救
急
救
命
士

に
よ
る
効
果
的
な
救
命
処
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
隊
式
で
古
舘
謙
護
盛
岡
中
央

消
防
署
長
は
、「
地
域
の
方
々
は

大
き
な
期
待
と
関
心
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
救
急
隊
員
は
常
に
自
己
研

さ
ん
を
積
ん
で
信
頼
に
応
え
て
く

さらに充実
──────

救急活動

安心を支えてくれる鐚巻分署の救急隊員の皆さん

の
高
規
格
救
急
車
を
配
備

待
望

救
急
救
命
士
４
人
も
配
置

高
度
救
急
隊

│
│
│
│
│
│

発
隊
式
で
始
動

待

豆知識 2
救急救命士……心臓や呼吸が停止した人を救
急車で病院に運ぶ間、医師の指示のもとでチ
ューブ等を利用して呼吸のできる状態にする
ことや、点滴などの救命処置を行うことので
きる資格です。今回配置された高規格救急車
には、いつでも1人は乗車してしています。

本
番
に
向
け
て
手
際
よ
い
訓
練
　

を
披
露
す
る
救
急
救
命
士

豆知識 1
高規格救急車……救急
救命士が乗車し、心臓
や呼吸の停止した人に
対して高度な救命処置
のできる構造をした救
急車です。

だ
さ
い
」
と
訓
辞
。

中
村
哲
雄
町
長
は
「
活
躍
し
て

ほ
し
く
な
い
車
で
す
が
、
高
齢
化

に
よ
り
必
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め

一
層
の
精
進
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
隊
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

発
隊
式
後
、
救
急
救
命
士
に
よ

る
救
命
活
動
が
お
披
露
目
さ
れ
、

高
度
な
救
急
処
置
の
知
識
を
持
っ

た
救
急
救
命
士
の
手
際
よ
い
訓
練

に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

24時間365日、わたしたちの安全と

インタビュー

高度救急隊

前川忠之隊長

あなたの前で、心臓や
呼吸が突然止まった人がい

たら、まず119番してくだ

さい。次に救急車が到着す

るまでに心肺蘇生法を行い

ＡＥＤ（自動対外式除細動

機）が近くにあればこれを

使います。その後、わたし

たち救急救命士が高度な救

命処置をして病院に向かい

ます。

「早い119番」「早い応急
手当」「早い救急処置」「早

い救命医療」この救命のた

めのリレーのどれ一つが欠

けても命を救えるチャンス

は少なくなります。

リレーの最初の二つは
居合わせた人「あなた」に

かかっています。

そのためにも消防署が
開催する「救命講習会」に

参加して、ぜひ体験してみ

ましょう。傍観者にならな

いで、一度練習してみてく

ださい。

ちょっとした勇気さえあ
れば人の命を救う手助けは

誰にでもできます。わたし

たち救急隊が救命率向上の

ために講習会等のお手伝い

をしますので、活用ください。

講習会で応急処置の体験を

どうなってるの

新しい救急車
●防振ベット・・振動を吸

収するので、患者さんの負

担を和らげます。

●監視装置・・心電図や血

圧を測定します。

●心電図伝送装置・・心電

図を病院へ伝送します。

●人工呼吸器・・呼吸の回

復と酸素を吸入します。

●電動式吸引器・・口や鼻

の吐物や血液等を吸引しま

す。

●酸素吸入器・・呼吸を

効果的に維持します。

●衛星携帯電話とファック

ス・・携帯電話が通じない

場所でも衛星を介しての通

話ができます。どこでも連

絡ができるため、安心です。

●自動対外式除細動器・

不整脈によりけいれんした

心臓に電気ショックを与

え、正常なリズムに戻すた

めの機器です。最近では、

一般の人も利用でき、町の

総合センターなどにも設

置されています。

●輸液用資器材一式・・

点滴が必要な患者さん

に対して、点滴を行うこと

のできる設備です。

●18年の救急車の動き

出動件数　185件

搬送人数　177人

心肺停止状態の搬送人数

14人

救命率アップ
のために

■価格　車　両
20,113,000円

資器材　
18,018,000円


